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　平成21年5月15日に公表しました平成22年3月期第２四半期累計期間（平成21年4月１日から平成21年　2019年３月期（2018年４月１日～2019年３月31日）において、下記のとおり当社連結子

会社において減損損失が発生したとともに、2019年２月12日に公表しました「2019年３月期

通期の業績予想値」と決算値に差異が生じましたのでお知らせいたします。

１．減損損失の計上について

　当社連結子会社である松戸福留株式会社の固定資産について、「固定資産の減損に係る会計基

準」に基づき、現在の事業環境及び今後の業績見通し等を勘案し、将来の回収可能性について検

討いたしました。その結果、回収可能性が乏しいと認められた固定資産について、減損損失１億

48百万円を計上いたしました。また、当社連結グループとしては、当該連結子会社での減損損失

計上に伴い、繰延税金資産59百万円を取崩しております。

　なお、松戸福留株式会社における減損金額は、連結上の未実現利益を含んでおり、連結上は必

要な修正を行っております。従って、当該連結子会社で計上した減損損失額が連結財務諸表に与

える影響は65百万円であります。

２．通期業績予想値と実績値との差異

（１）2019年3月期　連結業績予想　　　（2018年4月1日～2019年3月31日）

26,000 △ 180 △ 52.94
25,737 △ 319 △ 95.75
△ 263 △ 139
△ 1.0

26,040 206 61.85

（２）差異の理由

　売上高につきましては、競合他社との価格競争の激化や消費の縮小等による販売不振によるも

のです。営業利益及び経常利益につきましては、売上高の減少に伴う売上総利益の減少と原材料

価格の上昇や動力費等の製造コスト、物流コスト等の上昇によるものです。親会社株主に帰属す

る当期純利益につきましては、子会社における固定資産の減損処理やそれに伴う繰延税金資産を

取崩したこと等により前回予想を下回る結果となりました。

－

2019年5月13日

通期業績予想値と実績値との差異及び連結子会社における減損損失の計上

と単体業績に係る関係会社貸倒引当金繰入額の計上に関するお知らせ

記

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　　銭

前回発表予想　（Ａ） △ 85 △ 50
今回発表予想　（Ｂ） △ 149 △ 109
増　　減　　額　（Ｂ－Ａ） △ 64 △ 59
増　　減　　率　（％） － －
（ご参考）前期実績

（2018年3月期） 195 222



３．貸倒引当金繰入額の計上について

　当社連結子会社の松戸福留株式会社及び株式会社福留について、財政状態及び経営成績を勘案

した結果、2019年３月期の単体決算におきまして、当該子会社に対する当社債権について、

貸倒引当金繰入額４億47百万円を計上いたしました。

　なお、当該貸倒引当金繰入額につきましては、連結決算上相殺消去されるため、連結財務諸表

に与える影響はございません。

以　上


